
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
は
利
用
者
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
「
生
け
花
」
の
活
動

日
で
す
。

安
慶
名
恵
美
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

午
後
四
時
半
か
ら
約
一
時
間
剪
定
バ
サ
ミ

の
音
が
訓
練
室
に
響
き
ま
す
。

始
め
に
花
の
名
前
を
説
明
し
な
が
ら
先

生
が
お
手
本
を
示
す
の
で
す
が
、
我
流
と

ば
か
り
豪
快
に
挿
す
方
、
あ
る
い
は
、
お

ぼ
つ
か
な
い
手
付
き
で
職
員
に
手
助
け
し

て
も
ら
い
、
恐
る
恐
る
挿
す
方
、
皆
、
実

に
個
性
的
で
す
。
中
に
は
、
ハ
サ
ミ
を
持

つ
手
付
き
も
鮮
や
か
、
先
生
を
唸
ら
せ
る

程
の
腕
前
を
披
露
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

時
に
は
扱
い
づ
ら
い
花
材
を
前
に
苦
慮

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
挿
し
終
え
た

後
は
喜
び
も
ひ
と
し
お
、
一
様
に
満
足
気

な
表
情
を
浮
か
べ
、
お
互
い
の
出
来
栄
え

に
目
を
細
め
、
辺
り
一
面
花
の
香
り
と
共

に
和
や
か
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
の
ス
タ
ー
ト
以
来
日
課
活

動
と
し
て
定
着
、
園
生
活
に
彩
り
と
潤
い

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

（
寮
母
　
上
地
　
た
つ
子
）





資金収支計算書  

第１号様式　　 

介護保険収入 

利用料収入 

措置費収入 

運営費収入 

私的契約利用料収入 

経常経費補助金収入 

委託料収入 

寄附金収入 

雑収入 

借入金利息補助金収入 

受取利息配当金収入 

会計単位間繰入金収入 

経理区分間繰入金収入 

　　　経常収入計（１） 

人件費支出 

事務費支出 

事業費支出 

借入金利息支出 

経理区分間繰入金支出 

　　　経常支出計（2） 

 

施設整備等補助金収入 

施設設備等寄附金収入 

固定資産売却収入 

　　施設整備等収入計（4） 

固定資産取得支出 

元入金支出 

　　施設整備等支出計（5） 

 

借入金収入 

投資有価証券売却収入 

借入金元金償還補助金収入 

積立預金取崩収入 

その他の財源収入 

　　財務収入計（7） 

借入金元金償還金支出 

投資有価証券取得支出 

積立預金積立支出 

その他の支出 

流動資産評価減等による資金減少額等 

　　財務支出計（8） 

4,180,235,000 

1,699,000 

6,499,000 

 

82,000 

 

3,910,408,000 

8,098,923,000 

3,122,224,000 

333,338,000 

728,600,000 

 

3,910,408,000 

8,094,570,000 

4,353,000 

 

 

 

0 

6,833,000 

 

6,833,000 

△6,833,000 

 

 

 

2,480,000 

 

2,480,000 

 

 

 

 

 

0 

2,480,000 

  

0

4,122,322,408 

1,561,150 

5,764,590 

 

42,941 

 

3,910,347,000 

8,040,038,089 

3,089,592,303 

329,562,555 

705,764,803 

 

3,910,347,000 

8,035,266,661 

4,771,428 

 

 

 

0 

6,799,944 

 

6,799,944 

△6,799,944 

 

 

 

2,472,000 

 

2,472,000 

 

 

 

443,484 

 

443,484 

2,028,516 

  

0

57,912,592 

137,850 

734,410 

 

39,059 

 

61,000 

58,884,911 

32,631,697 

3,775,445 

22,835,197 

 

61,000 

59,303,339 

△418,428 

 

 

 

0 

33,056 

 

33,056 

△33,056 

 

 

 

8,000 

 

8,000 

 

 

 

△443,484 

 

△443,484 

451,484 

 

0

備　考 

前期末支払資金残高（12） 

当期末支払資金残高（11）＋（12） 

0 

0

0 

0

0 

0

（注）予備費の科目は当該科目に振替えて記載する。 

脚注 
１．減価償却費の累計額　32,813,823円 
２．徴収不能引当金の額　　　　　　　0円 

脚注　○○積立金取崩額のうち、○○円は、○○の支出に当てるために、○○積立金の目的外取崩額である。 

 

（自）平成16年4月１日（至）平成17年3月31日 

（単位：円） 

勘　　定　　科　　目 予　　算 決　　　算 差　　異 

経常活動資金収支差額（3）＝（１）－（2） 

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） 

財務活動資金収支差額（9）＝（7）－（8） 

予備費（10） 

当期資金収支差額合計（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10） 

経

常

活

動

に

よ

る

収

支

 

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支 

財

務

活

動

に

よ

る

収

支

 

収
　
　
　
　
入 

支
　
　
　
　
出 

収
　 

入 

支
　
出 

収
　
　
　
　
入 

支
　
　
　
　
出 

貸 借 対 照 表 

第5号様式　　 

現金預金 
有価証券 
未収金 
貯蔵品 
立替金 
前払金 
短期貸付金 
仮払金 
その他の流動資産 
 
 
建物 
土地 
基本財産特定預金 
 
建物 
構築物 
機械及び装置 
車輌運搬具 
器具及び備品 
土地 
建設仮勘定 
権利 
投資有価証券 
長期貸付金 
公益事業会計元入金 
収益事業会計元入金 
措置施設繰越特定預金 
移行時特別積立預金 
工作物 
本部積立預金 
その他の積立預金 
その他の固定資産 

421,570,608 
194,083,493 

 
227,458,650 

 
 

28,465 
 
 
 

96,950,794 
10,000,000 

 
 

10,000,000 
86,950,794 

 
 

13,440 
12,019,118 
55,558,411 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2,342,502 
 

14,682,449 
2,334,874 

 

386,531,226 
350,961,758 

 
35,383,913 

 
 

185,555 
 
 
 

108,431,549 
10,000,000 

 
 

10,000,000 
98,431,549 

 
 

13,440 
14,516,129 
61,003,581 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2,625,296 
 

17,154,449 
3,118,654 

 

35,039,382 
△156,878,265 

 
192,074,737 

 
 

△157,090 
 
 
 

△11,480,755 
 
 
 
 

△11,480,755 
 
 
 

△2,497,011 
△5,445,170 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

△282,794 
 

△2,472,000 
△783,780 

 

平成17年3月31日 現在 

（単位：円） 

資 　 　 　 　 産 　 　 　 　 の 　 　 　 　 部  

当 年 度 末  前 年 度 末  増 　 　 減  

事業活動収支計算書  

第3号様式　　 

介護保険収入 
利用料収入 
措置費収入 
運営費収入 
私的契約利用料収入 
経常経費補助金収入 
委託料収入 
寄附金収入 
雑収入 
借入金元金償還補助金収入 
引当金戻入収入 
国庫補助金等特別積立金取崩額 
　　　事業活動収入計（１） 
人件費支出 
事務費支出 
事業費支出 
減価償却費 
徴収不能額 
引当金繰入 
　　　事業活動支出計（2） 
 
借入金利息補助金収入 
受取利息配当金収入 
会計単位間繰入金収入 
経理区分間繰入金収入 
その他の財源収入 
投資有価証券売却益（売却収入） 
有価証券売却益（売却収入） 
　　　事業活動外収入計（4） 
借入金利息支出 
経理区分間繰入金支出 
その他の支出 
投資有価証券売却損（売却原価） 
有価証券売却損（売却原価） 
資産評価損 
　　　事業活動外支出計（5） 
 
 
施設整備等補助金収入 
施設設備等寄附金収入 
固定資産売却益（売却収入） 
特別収入計（8） 
基本金組入額 
固定資産売却損・処分損（売却原価） 
国庫補助金等特別積立金積立額 
　　　特別支出計（9） 
特別収支差額（10）＝（8）－（9） 

4,122,322,408 
1,561,150 
5,764,590 

 
 
 

4,129,648,148 
3,089,592,303 
329,562,555 
705,764,803 
15,407,693 

 
 

4,140,327,354 
△10,679,206 

 
42,941 

 
3,910,347,000 

 
 
 

3,910,389,941 
 

3,910,347,000 
443,484 

 
 
 

3,910,790,484 
△400,543 

△11,079,749 
 
 
 
0 
 

401,006 
 

401,006 
△401,006 

△11,480,755 
81,277,100 
69,796,345 

 
 

2,472,000 
 
 

72,268,345

4,490,962,546 
3,277,022 
4,478,358 

 
 
 

4,498,717,926 
3,436,594,745 
326,234,665 
720,728,069 
17,406,130 

 
 

4,500,963,609 
△2,245,683 

 
31,653 

 
4,238,155,000 

 
 
 

4,238,186,653 
 

4,238,155,000 
 
 
 
 

4,238,155,000 
31,653 

△2,214,030 
 
 
 
0 
 

227,610,370 
 

227,610,370 
△227,610,370 
△229,824,400 
302,778,097 
72,953,697 

 
 

13,528,555 
5,205,152 

 
81,277,100

△368,640,138 
△1,715,872 
1,286,232 

 
 
 

△369,069,778 
△347,002,442 

3,327,890 
△14,963,266 
△1,998,437 

 
 

△360,636,255 
△8,433,523 

 
11,288 

 
△327,808,000 

 
 
 

△327,796,712 
 

△327,808,000 
443,484 

 
 
 

△327,364,516 
△432,196 

△8,865,719 
 
 
 
0 
 

△227,209,364 
 

△227,209,364 
227,209,364 
218,343,645 

△221,500,997 
△3,157,352 

 
 

△11,056,555 
△5,205,152 

 
△9,008,755

（自）平成16年4月１日（至）平成17年3月31日 

（単位：円） 

勘　　定　　科　　目 本年度決算 前年度決算 増　　減 

事

業

活

動

収

支

の

部

 

事

業

活

動

外

収

支

の

部

 

特

別

収

支

の

部

 

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部 

収
　
　
　
　
入 

支
　
　
　
　
出 

収
　
　
　 
入 

収
　 

入 

支
　
　
　
出 

支
　
出 

事業活動収支差額（3）＝（１）－（2） 

経常収支差額（7）＝（3）＋（6） 

当期活動収支差額（11）＝（7）＋（10） 

事業活動外収支差額（6）＝（4）－（5） 

前期末繰越活動収支差額（12） 
当期末繰越活動収支差額（13）＝（11）＋（12） 
基本金取崩額（14） 
基本金組入額（15） 
その他の積立金取崩額（16） 
その他の積立金積立額（17） 
次期繰越活動収支差額（18）＝（13）＋（14） 
　　　　　　　　　　　 －（15）＋（16）－（17） 

流動資産 

固定資産 
基本財産 

その他固定資産 

資 産 の 部 合 計  518,521,402 494,962,775 23,558,627

短期運営資金借入金 
未払金 
預り金 
前受金 
仮受金 
その他の流動負債 
 
設備資金借入金 
長期運営資金借入金 
長期預り金 
退職給与引当金 
その他の固定負債 
 
 
 

421,570,608 
 

406,362,435 
15,208,173 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

421,570,608 
 

10,000,000 
10,000,000 

 
 
 

14,682,449 
 

14,682,449 
 

72,268,345 
72,268,345 

 
 

（△11,480,755） 
 

386,531,226 
 

366,545,493 
19,985,733 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

386,531,226 
 

10,000,000 
10,000,000 

 
 
 

17,154,449 
 

17,154,449 
 

81,277,100 
81,277,100 

 
 

（△229,824,400） 

35,039,382 
 

39,816,942 
△4,777,560 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

35,039,382 
 
 
 
 
 
 

△2,472,000 
 

△2,472,000 
 

△9,008,755 
△9,008,755 

 
 

（218,343,645） 

負 　 　 　 　 債 　 　 　 　 の 　 　 　 　 部  

当 年 度 末  前 年 度 末  増 　 　 減  
流動負債 

96,950,794 

518,521,402

固定負債 

負 債 の 部 合 計  
純　　資　　産　　の　　部 

基本金 
　基本金 
国庫補助金等特別積立金 
　国庫補助金等特別積立金（整備時分） 
　国庫補助金等特別積立金（償還補助分） 
その他の積立金 
 移行時特別積立金 
その他積立金 
本部積立金 
 
次期繰越活動収支差額 
次期繰越活動収支差額（整備時分） 
次期繰越活動収支差額（償還補助分） 
（うち当期活動収支差額） 

次期繰越活動収支差額 

純 資 産 の 部 合 計  

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  

108,431,549 

494,962,775

△11,480,755 

23,558,627

財産目録 

第6号様式　　 

Ⅰ．資産の部 
　１．流動資産 
　　　現金預金 
　　　　普通預金 
　　　未収金 
　　　　未収金 
　　　前払金 
　　流動資産合計 
 
　2．固定資産 
  （１）基本財産 
　　　 基本財産特定預金 
  （2）その他固定資産 
　　　 機械及び装置 
　　　 車輌運搬具 
　　　 器具及び備品 
　　　 工作物 
　　　 その他の積立預金 
　　　 　公用車積立預金 
　　　 　その他積立預金 
　　　 その他の固定資産 
　　固定資産合計 
　　資産合計 
 
Ⅱ．負債の部 
　１．流動負債 
　　　未払金 
　　　　未払金 
　　　預り金 
　　流動負債合計 
 
　2．固定負債 
　　負債合計 

194,083,493 
194,083,493 
227,458,650 
227,458,650 

28,465 
421,570,608 

 
 
 

10,000,000 
 

13,440 
12,019,118 
55,558,411 
2,342,502 
14,682,449 
1,621,558 
13,060,891 
2,334,874 
96,950,794 

518, 521,402 
 
 
 

406,362,435 
406,362,435 
15,208,173 
421,570,608 

 
 

421,570,608 
 

（自）平成16年4月１日（至）平成17年3月31日 

（単位：円） 

資産・負債の内訳 金　　額 

差 引 純 資 産  96,950,794



我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
、

福
祉
に
対
す
る
国
民
の
要
求
が
複
雑
・
多
様

化
す
る
一
方
、
国
・
地
方
公
共
団
体
と
も
に

財
政
状
況
が
逼
迫
し
、
よ
り
効
率
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
模
索
を
迫
ら
れ
、
介
護
保

険
制
度
、
支
援
費
制
度
に
つ
い
て
も
更
な
る

見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。我

が
社
会
福
祉
事
業
団
に
お
き
ま
し
て
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
局
面
を
迎
え
ま
し

た
。
県
よ
り
受
託
の
福
祉
施
設
譲
渡
に
絡
む

諸
問
題
、
平
成
十
八
年
四
月
以
降
の
「
指
定

管
理
者
制
度
」
へ
の
対
応
等
、
事
業
団
存
続

に
関
わ
る
重
要
事
項
に
対
し
、
的
確
に
判

断
・
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
団
と
し
て
も
、
更
な
る
経
営
努
力
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
指
標
と

し
て
「
沖
縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
経
営
改
革

基
本
計
画
」（
平
成
十
六
年
三
月
）
を
策
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の
受
託
施
設
の

取
扱
い
や
事
業
団
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
県

と
の
調
整
を
現
在
も
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
計
画
の
円
滑
な
実
施
に
は
至
っ

て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
と
技
術
を
生

か
し
、「
今
後
と
も
施
設
経
営
を
お
こ
な
い

た
い
」
と
の
意
志
は
、
役
職
員
の
総
意
で
す
。

自
主
・
自
立
の
施
設
経
営
に
向
け
た
不
断
の

努
力
を
今
後
と
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
の
認
識
に
立
ち
、
平
成
十
七
年
度
も
各

種
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

○
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

○
経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
の
効
率
化

○
職
員
の
資
質
の
向
上
と
意
識
改
革

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
平
成
十
七
年

度
は
、
次
に
掲
げ
る
重
点
事
項
を
柱
に
諸
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

【
重
点
事
項
】

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
体

制
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
評
価
及
び

第
三
者
評
価
へ
の
対
応
、
職
員
倫
理
綱

領
の
適
正
な
運
用
等

理
事
会
・
評
議
員
会
の
更
な
る
活
性

化
、
監
事
監
査
、
法
人
及
び
事
業
の

情
報
公
開
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
、
在
宅

福
祉
事
業
の
充
実
等

事
務
事
業
の
効
率
化
、
福
祉
Ｑ
Ｃ
サ
ー
　

ク
ル
活
動
の
推
進
、
共
同
入
札
の
実
施

事
業
団
経
営
連
絡
会
議
や
自
主
経
営
会

計
担
当
者
会
議
の
立
ち
上
げ
、
職
員
研

修
を
職
種
別
研
修
や
自
主
研
修
制
度
に

移
行

社
会
福
祉
事
業
団
の
方

向
性
が
ど
う
な
る
か
、
十

八
年
度
以
降
の
自
主
運
営

に
向
け
、
厳
し
い
時
代
の

中
で
、
四
月
一
日
付
け
で
北
嶺
学
園
長
に
命
じ
ら

れ
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
し
ま
る
思

い
で
す
。
十
二
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
た
園
は
、

広
々
と
し
た
緑
豊
か
な
敷
地
に
機
能
的
な
明
る
い

施
設
に
改
築
さ
れ
、
ま
た
利
用
者
の
素
朴
で
人
な

つ
こ
い
笑
顔
が
着
任
間
も
な
い
緊
張
感
を
和
ら
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
平

成
十
五
年
度
に
、
従
来
の
措
置
制
度
か
ら
支
援
費

支
給
制
度
が
導
入
さ
れ
、
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
就
任
し
て
な
れ
な
い

業
務
に
少
々
戸
惑
い
も
覚
え
ま
す
が
、
幸
い
に
、

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
を
担
う
各
職
員
が
日
夜
熱

意
を
も
っ
て
利
用
者
処
遇
の
向
上
に
努
め
て
お

り
、
心
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
施
設

運
営
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
団
譲
渡

問
題
の
県
施
策
に
押
し
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
将
来
性
豊
か
な
施
設
運
営
を
目

指
し
て
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
各

位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

樹
齢
を
感
じ
さ
せ
る

ヒ
ン
プ
ン
の
ガ
ジ
ュ
マ

ル
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り

と
若
夏
の
新
緑
の
息
吹
、
毎
朝
爽
や
か
な
涼

風
が
頬
に
心
地
よ
い
。

な
に
よ
り
も
職
員
が
利
用
者
処
遇
に
日
夜

心
身
を
傾
注
し
て
い
る
こ
と
に
心
を
強
く
し

て
い
る
。

諸
先
輩
の
努
力
に
よ
り
円
滑
に
施
設
が
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
多
種
多
様
な
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
う
る
施
設
運
営
を
よ
り
一

層
推
し
進
め
、
風
通
し
の
良
い
職
場
作
り
を

モ
ッ
ト
ー
に
励
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
、
事
業
団
は
大
き
な
変
革
期
で
そ
の
存

続
が
重
大
な
命
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
経
験
を
糧
に
職
員
と

共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
志
を
一
つ
に
し
て

前
進
し
た
い
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。



四
月
の
人
事
異
動
か
ら

一
ケ
月
余
、
日
々
の
業
務

に
お
い
て
職
責
の
重
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
し
だ
い
で
す
。

介
護
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ
て
、
五
年
が
経
過

し
、
今
年
度
よ
り
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
利

用
者
負
担
の
増
、
予
防
介
護
の
重
視
等
々
老
人
福

祉
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
如
何
な
る

環
境
に
お
い
て
も
施
設
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

最
優
先
と
し
た
安
全
で
安
心
で
き
る
施
設
を
目
指

し
、
そ
の
達
成
の
た
め
職
場
環
境
を
整
え
、
職
員

が
明
る
く
動
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、
人
材
育
成

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

幸
い
気
心
の
知
れ
た
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
力
を
結
集
し
一
丸
と
な
り

施
設
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
み
ん
な
（
利
用
者
）

の
た
め
に
み
ん
な
（
利
用
者
と
職
員
）
で
つ
く
り
、

み
ん
な
（
職
員
）
で
支
え
る
園
生
活
」
に
叶
っ
た

施
設
運
営
に
努
め
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
皆
様
の

ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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